
【学習内容】

川での安全対策（水難防止）講習

川で遊ぶ際の服装や、常流・射流の流れの
違いを体験し、川を活用して遊ぶ際の知識を
学びました。

【実施概要】
〇平成３０年７月３０日（月）

釧路市立景雲中学校（９名）・弟子屈町立弟子屈中学校（８名）

⇒調査箇所：弟子屈町サンペコタン地先（秋田川樋門から０．２ｋｍ下流右岸地点）

〇平成３０年８月７日（火）

釧路湿原川レンジャー（１６名）・標茶町立標茶小学校（１３名）

⇒調査箇所：標茶町川上地先（釧路川ときわ橋下流【しべちゃ水辺の楽校】）

水生生物調査

水生生物の生息状況による水質調査やパッ
クテストによる簡易水質判定を行い、身近に
ある川の特徴や環境について学びました。ま
た投網を使い、魚類捕獲の体験をしました。

児童・生徒達は釧路川に棲む生きものを調べたり、川で安全に遊ぶ知識の修得などを楽しん
で体験することができました。



□２地点において「きれいな水」に生息する多様な指標生物が確認されました。

□２地点ともに魚類等の生息環境としても「良好」であり、きれいな水質であることが確認されました。

合計 46人
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カワゲラ類 5 1点 1 1点

ヒラタカゲロウ類 18 2点 10 2点

ナガレトビケラ類 7 1 -

ヤマトビケラ類 8 2点 -
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※川の水生生物調査の採点は以下の手順で実施

1．採取した各階級の指標生物種を対象に採点（採取した種は1点、数の多い2種は2点）

2．上記の結果を階級毎に合計し、最も高得点となった階級を調査地点の判定結果とする。
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平成30年8月7日

釧路湿原川ﾚﾝｼﾞｬｰ
標茶小学校

平成30年7月30日

釧路市立景雲中学校
弟子屈町立弟子屈中学校

29人

2.水温 水温（℃）

3.川幅 川幅（ｍ）

標茶町川上
（ときわ橋下流【しべちゃ水辺の楽校】）

弟子屈町サンペコタン地先
（秋田川樋門から0.2km下流右岸地点）
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